
 

みみ
らら
いい
研研
政政
治治
学学
習習
会会
終終
了了

後後
、、
来来
賓賓
２２５５
名名
、、
現現
役役
５５４４
名名
、、

退退
職職
者者
のの
会会
２２７７
名名
のの
計計
１１００６６
名名
のの

参参
加加
にに
よよ
りり
、、
新新
潟潟
連連
協協
「「
新新
春春

のの
集集
いい
」」
がが
盛盛
大大
にに
開開
催催
ささ
れれ
たた
。。 

福福
井井
連連
協協
議議
長長
のの
開開
会会
挨挨
拶拶
のの

後後
、、
連連
合合
新新
潟潟
小小
林林
会会
長長
をを
はは
じじ

めめ
、、
８８
名名
のの
来来
賓賓
かか
らら
ごご
挨挨
拶拶
をを

いい
たた
だだ
きき
、、
乾乾
杯杯
後後
、、
新新
潟潟
選選
挙挙

区区
選選
出出
５５
名名
のの
立立
憲憲
民民
主主
党党
のの
衆衆

議議
院院
議議
員員
かか
らら
今今
国国
会会
論論
戦戦
へへ
のの

決決
意意
等等
がが
示示
ささ
れれ
たた
。。 

歓歓
談談
でで
はは
現現
退退
でで
親親
睦睦
とと
交交
流流 

をを
深深
めめ
るる
中中
、、
恐恐
竜竜 

もも
登登
場場
すす
るる
なな
どど
福福 

引引
抽抽
選選
会会
もも
行行
わわ
れれ 

盛盛
会会
裏裏
のの
うう
ちち
にに
終終 

了了
とと
なな
っっ
たた
。。 

 
    

【【福福引引抽抽選選会会】】 

１１
月月
１１７７
日日
、、
新新
潟潟
市市
万万
代代
シシ
ルル

ババ
ーー
ホホ
テテ
ルル
にに
おお
いい
てて
新新
潟潟
連連
協協

退退
職職
者者
のの
会会
「「
第第
１１
回回
支支
部部
代代
表表

者者
会会
議議
・・
第第
２２
回回
拡拡
大大
幹幹
事事
会会
」」

及及
びび
「「
みみ
らら
いい
研研
合合
同同
政政
治治
学学
習習

会会
」」
並並
びび
にに
「「
新新
潟潟
連連
協協
新新
春春
のの

集集
いい
」」
をを
開開
催催
しし
たた
。。 

第第
１１
回回
支支
部部
代代
表表
者者
会会
議議
・・
第第

２２
回回
拡拡
大大
幹幹
事事
会会
でで
はは
内内
藤藤
副副
会会

長長
をを
座座
長長
にに
選選
出出
しし
、、
出出
席席
数数
２２６６

名名
をを
確確
認認
後後
、、
山山
田田
会会
長長
よよ
りり
、、

第第
５５００
回回
衆衆
議議
院院
総総
選選
挙挙
のの
御御
礼礼

【【福福井井議議長長ああいいささつつ】】 
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第
１
回
支
部
代
表
者
会
議
・
第
２
回
拡
大
幹
事
会
開
催

‼

～～ 第第１１回回支支部部代代表表者者会会議議・・第第２２回回拡拡大大幹幹事事会会 議議題題 ～～ 

＜＜報報告告事事項項＞＞ 

１１ 活活動動報報告告 

２２ 支支部部退退職職者者のの会会第第 1100回回総総会会開開催催状状況況 

３３ 信信越越地地方方退退職職者者のの会会第第 11回回幹幹事事会会概概要要 

４４ 新新潟潟県県退退職職者者連連合合第第 22回回拡拡大大幹幹事事会会概概要要 

５５ 第第 5500回回衆衆議議院院議議員員総総選選挙挙結結果果 

＜＜協協議議事事項項＞＞ 

１１ 「「小小沢沢ままささひひとと」」選選挙挙のの取取りり組組みみ 

２２ 会会員員拡拡大大のの現現状状 

３３ 連連協協別別拡拡大大幹幹事事会会のの開開催催日日程程とと参参加加対対応応 

４４ 22002255年年春春季季会会員員拡拡大大にに向向けけたた取取りり組組みみ 

＜＜周周知知事事項項＞＞ 

１１ みみららいい研研学学習習会会・・新新春春のの集集いい日日程程確確認認 

２２ 22002244年年度度後後半半期期のの活活動動計計画画 

３３ 「「選選択択的的夫夫婦婦別別姓姓のの早早期期実実現現をを求求めめるる」」団団体体署署名名  

とと
現現
下下
のの
政政
治治
情情
勢勢
、、
小小
沢沢
まま
ささ

ひひ
とと
選選
挙挙
のの
取取
りり
組組
みみ
のの
現現
状状
、、

会会
員員
拡拡
大大
にに
向向
けけ
たた
連連
協協
別別
拡拡
大大

幹幹
事事
会会
開開
催催
のの
趣趣
旨旨
とと
対対
応応
にに
つつ

いい
てて
挨挨
拶拶
がが
ああ
っっ
たた
。。
続続
いい
てて
、、

福福
井井
連連
協協
議議
長長
かか
らら
、、
２２５５
春春
闘闘
のの

スス
ケケ
ジジ
ュュ
ーー
ルル
感感
とと
要要
求求
概概
要要
、、

小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
選選
挙挙
のの
協協
力力
にに
つつ 

         

いい
てて
挨挨
拶拶
をを
受受
けけ
たた
。。 

 

議議
事事
（（
内内
容容
・・
左左
記記
））
でで
はは
各各

事事
項項
にに
つつ
いい
てて
意意
見見
交交
換換
をを
行行
うう

とと
とと
もも
にに
確確
認認
しし
、、
今今
年年
度度
のの
最最

大大
のの
目目
的的
でで
ああ
るる
「「
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ

とと
」」
、、
「「
打打
越越
ささ
くく
らら
」」
両両
参参
議議
院院

議議
員員
のの
２２
期期
目目
のの
再再
選選
にに
向向
けけ
、、

意意
識識
統統
一一
をを
はは
かか
っっ
たた
。。 

      

ＪＪＰＰ労労組組新新潟潟連連協協「「新新春春のの集集いい」」 

       盛盛大大にに開開催催さされれるる ❢❢ 
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参参
議議
院院
議議
員員
かか
らら
、、
郵郵
政政
ググ
ルル
ーー 

ププ
のの
政政
治治
的的
課課
題題
のの
解解
決決
にに
向向

けけ
取取
りり
組組
んん
でで
いい
るる
ここ
とと
やや
政政

治治
改改
革革
のの
動動
向向
、、
２２５５
年年
度度
政政
府府
提提

出出
予予
算算
案案
、、
社社
会会
保保
障障
制制
度度
をを
めめ

ぐぐ
るる
議議
論論
、、
選選
択択
的的
夫夫
婦婦
別別
姓姓
のの

実実
現現
なな
どど
多多
岐岐
にに
渡渡
るる
国国
政政
報報

告告
とと
とと
もも
にに
、、
２２
期期
目目
のの
当当
選選
にに

向向
けけ
たた
力力
強強
いい
決決
意意
表表
明明
をを
受受

けけ
たた
。。
結結
びび
はは
山山
田田
会会
長長
のの
団団
結結

ガガ
ンン
ババ
ロロ
ウウ
でで
意意
思思
結結
集集
をを
はは

かか
っっ
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
るる
。。 

      

誌誌
やや
各各
種種
政政
策策
資資
料料
をを
発発
行行
しし

てて
いい
るる
ここ
とと
。。
更更
にに
はは
、、
みみ
らら
いい

研研
のの
結結
成成
のの
趣趣
旨旨
やや
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組

がが
政政
治治
活活
動動
にに
関関
わわ
るる
必必
要要
性性
、、

みみ
らら
いい
研研
のの
加加
入入
状状
況況
（（
新新
潟潟
連連

協協
約約
６６５５
％％
））
及及
びび
会会
員員
拡拡
大大
のの
要要

請請
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
説説
明明
がが
ああ
っっ

たた
。。 続続

いい
てて
、、
打打
越越
ささ
くく
らら
参参
議議
院院

議議
員員
よよ
りり
「「
本本
当当
のの
多多
様様
性性
をを
実実

現現
すす
るる
政政
治治
へへ
」」
のの
テテ
ーー
ママ
でで
講講

演演
をを
受受
けけ
たた
後後
、、
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと 

 
【関川副議長：みらい研オルグ】 

【【小小沢沢・・打打越越両両議議員員：：固固いい握握手手】】 

【【山山田田会会長長：：団団結結ガガンンババロロウウ】】 

【【小小沢沢ままささひひとと後後援援会会加加入入状状況況（（左左表表））】】 

１１月月末末現現在在、、110000％％をを達達成成ししたた支支部部はは下下

越越・・新新津津・・西西蒲蒲原原・・中中越越・・魚魚沼沼・・上上越越でですす。。 

最最終終集集約約はは１１月月末末ととししままししたたがが、、２２月月以以

降降提提出出さされれたた分分ににつついいててはは３３月月末末をを目目途途にに

連連協協へへ報報告告願願いいまますす。。 

ななおお、、後後援援会会加加入入ののおお礼礼状状をを昨昨年年９９月月以以

降降、、22,,665500通通郵郵送送ししままししたた。。 

““小小沢沢ままささひひとと”” IInnffoorrmmaattiioonn GGaarrddeenn 

【【小小沢沢ままささひひとと参参議議院院議議員員：：国国政政報報告告】】 

【関川副議長：みらい研オルグ】

み
ら
い
研
合
同
政
治
学
習
会
の
開
催

！

 

新新
潟潟
連連
協協
現現
退退
合合
同同
「「
みみ
らら
いい

研研
政政
治治
学学
習習
会会
」」
をを
退退
職職
者者
のの
会会

２２９９
名名
、、
現現
役役
５５２２
名名
、、
計計
８８１１
名名
のの
参参

加加
者者
にに
よよ
りり
開開
催催
しし
たた
。。 

冒冒
頭頭
、、
新新
潟潟
連連
協協
福福
井井
議議
長長
のの

挨挨
拶拶
のの
後後
、、
関関
川川
副副
議議
長長
よよ
りり
みみ

らら
いい
研研
（（
郵郵
政政
未未
来来
研研
究究
会会
））
のの 

取取
りり
組組
みみ
とと
しし
てて
、、
政政
策策
勉勉
強強
会会

やや
政政
治治
啓啓
発発
セセ
ミミ
ナナ
ーー
のの
開開
催催
、、

組組
織織
内内
議議
員員
やや
政政
策策
議議
員員
フフ
ォォ
ーー

ララ
ムム
会会
員員
にに
対対
すす
るる
支支
援援
、、
会会
報報 

       

支　　部 紹介者 合計 提出率 ％
（３票/人）

新 潟 99 345 68.5
佐 渡 25 58 30.2
下 越 315 696 113.7
新 津 154 548 104.4
西 蒲 原 66 296 105.0
三 条 57 263 94.3
中 越 445 1,252 123.8
魚 沼 141 464 102.4
上 越 504 1,201 125.5
合 計 1,806 5,123 106.4

381
394

3,317

230
206
807
323
697

会員・家族

246
33
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<集中した作戦会議！>

３３
月月
２２
日日
（（
日日
））、、「「
ホホ
テテ
ルル
ニニ
ュュ
ーー
オオ
ーー
タタ
ニニ
長長
岡岡
」」
にに
おお
いい
てて
ＪＪ

ＰＰ
労労
組組
退退
職職
者者
のの
会会
主主
催催
のの
「「
連連
協協
別別
拡拡
大大
幹幹
事事
会会
」」
をを
退退
職職
者者
のの
会会

会会
員員
１１
００
９９
名名
、、
現現
役役
２２７７
名名
、、
計計
１１
３３
６６
名名
のの
参参
加加
者者
にに
よよ
りり
開開
催催

しし
たた
。。
主主
題題
はは
小小
沢沢
まま
ささ
ひひ
とと
選選
挙挙
とと
会会
員員
拡拡
大大
のの
２２
点点
にに
つつ
いい
てて
。。

冒冒
頭頭
、、
中中
央央
退退
職職
者者
のの
会会
長長
谷谷
川川
副副
会会
長長
、、
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
山山
田田
会会

長長
、、
福福
井井
議議
長長
かか
らら
挨挨
拶拶
をを
受受
けけ
、、
そそ
のの
後後
、、
山山
田田
会会
長長
かか
らら
・・
第第
２２７７

回回
参参
議議
院院
選選
挙挙
のの
取取
りり
組組
みみ
のの
現現
状状
とと
対対
応応
、、
並並
びび
にに
現現
下下
のの
政政
治治

情情
勢勢
にに
つつ
いい
てて
、、
新新
潟潟
県県
退退
職職
者者
連連
合合
会会
長長
とと
しし
てて
のの
情情
報報
もも
含含
めめ

心心
にに
響響
くく
オオ
ルル
ググ
をを
受受
けけ
たた
。。 

       

 

 

Ｊ
Ｐ
労
組
退
職
者
の
会
主
催
「
連
協
別
拡
大
幹
事
会
」を
開
催

‼

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
信信
越越
主主

催催
のの
「「
２２
００
２２
４４
年年

度度
後後
期期
支支
部部
共共
済済
担担

当当
者者
会会
議議
」」
がが
２２
月月

２２１１
日日
、、
高高
崎崎
市市
「「
ホホ
テテ

ルル
メメ
トト
ロロ
ポポ
リリ
タタ
ンン

高高
崎崎
」」
にに
おお
いい
てて
、、
地地

本本
共共
済済
運運
営営
委委
員員
、、

新新
潟潟
・・
長長
野野
両両
連連
協協

のの
支支
部部
共共
済済
担担
当当
者者 

及及
びび
両両
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
、、
計計

６６００
名名
がが
参参
加加
すす
るる
中中
でで
開開
催催
ささ

れれ
、、
新新
潟潟
連連
協協
退退
職職
者者
のの
会会
かか
らら

はは
魚魚
沼沼
支支
部部
佐佐
藤藤
会会
長長
とと
連連
協協

河河
内内
事事
務務
局局
長長
がが
参参
加加
しし
たた
。。 

 
 

 

冒冒
頭頭
、、
塚塚
野野
地地
方方
共共
済済
運運
営営

委委
員員
長長
（（
地地
本本
委委
員員
長長
））
かか
らら
組組

織織
運運
動動
とと
共共
済済
活活
動動
のの
大大
切切
ささ

にに
つつ
いい
てて
思思
いい
をを
込込
めめ
たた
、、
示示

唆唆
にに
富富
んん
だだ
挨挨
拶拶
をを
受受
けけ
たた
。。 

そそ
のの
後後
、、
関関
係係
団団
体体
（（
郵郵
愛愛
・・

ここ
くく
みみ
んん
共共
済済CCOOOOPP

長長
野野
推推
進進

本本
部部
））
かか
らら
ごご
挨挨
拶拶
とと
取取
扱扱
商商

品品
のの
説説
明明
後後
、、
綿綿
貫貫
共共
済済
事事
務務

局局
長長
（（
地地
本本
執執
行行
委委
員員
））
かか
らら

「「
２２
００
２２
４４
年年
度度
前前
期期
のの
推推
進進

状状
況況
とと
後後
期期
のの
取取
りり
組組
みみ
にに
つつ

いい
てて
」」
及及
びび
「「
共共
済済
活活
動動
のの
強強
化化

にに
向向
けけ
たた
体体
制制
づづ
くく
りり
等等
にに
つつ

いい
てて 

～～
信信
越越
共共
済済
ググ
ララ
ンン
ドド

デデ
ザザ
イイ
ンン
～～
」」
にに
つつ
いい
てて
説説
明明

がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
意意
見見
交交
換換
後後
、、
後後

期期
のの
活活
動動
推推
進進
にに
つつ
いい
てて
意意
識識

統統
一一
をを
はは
かか
りり
、、
会会
議議
終終
了了
後後

はは
全全
体体
でで
懇懇
親親
会会
をを
開開
催催
しし
、、

親親
睦睦
とと
交交
流流
をを
はは
かか
っっ
たた
。。 

改改
めめ
てて
、、
労労
働働
運運
動動
のの
原原
点点

はは
「「
助助
けけ
合合
いい
、、
支支
ええ
合合
いい
」」
でで

ああ
るる
ここ
とと
をを
認認
識識
すす
るる
とと
とと
もも

にに
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
にに
加加
入入
しし
てて
いい

るる
かか
らら
ここ
そそ
スス
ケケ
ーー
ルル
メメ
リリ
ッッ

トト
をを
享享
受受
でで
きき
るる
ここ
とと
をを
実実
感感

しし
たた
とと
ここ
ろろ
でで
ああ
るる
。。 

        

 

 

後後期期支支部部共共済済担担当当者者 

会会議議 概概要要 

【【塚塚野野地地方方共共済済運運営営委委員員長長ああいいささつつ】】 

【【会会場場かからら意意見見要要望望】】 

<<ＡＡ君君はは退退職職者者でで当当たたるるかか？？>> 

続続
いい
てて
、、
長長
谷谷
川川
副副
会会
長長
よよ
りり
会会
員員
拡拡
大大
にに
つつ
いい
てて
「「
１１

～～
３３
月月
にに
かか
けけ
全全
国国
５５８８
連連
協協
でで
拡拡
大大
幹幹
事事
会会
をを
開開
催催
しし
てて

いい
るる
。。
退退
職職
者者
のの
会会
結結
成成
以以
降降
、、
新新
潟潟
連連
協協
はは
全全
国国
でで
運運
動動

をを
リリ
ーー
ドド
しし
てて
おお
りり
、、
小小
沢沢
後後
援援
会会
加加
入入
のの
取取
りり
組組
みみ
及及
びび

みみ
らら
いい
研研
加加
入入
数数
かか
らら
もも
一一
目目
瞭瞭
然然
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
はは
、、
現現

退退
一一
体体
のの
運運
動動
とと
支支
部部
退退
職職
者者
のの
会会
のの
活活
動動
がが
活活
性性
化化
しし

てて
いい
るる
賜賜
物物
とと
聞聞
いい
てて
いい
るる
。。
本本
日日
もも
会会
員員
拡拡
大大
にに
向向
けけ
たた

打打
ちち
合合
わわ
せせ
でで
十十
分分
にに
意
思
疎
通
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き

たた
いい
。。」」
旨旨
のの
挨挨
拶拶
をを
受受
け
た
。

       

 

 

【【中中央央退退職職者者のの会会  

  長長谷谷川川副副会会長長 提提案案】】 

全全
体体
会会
議議
終終
了了
後後
、、
支支
部部
別別
にに
「「
現現

退退
打打
合合
せせ
会会
（（
分分
散散
会会
））
」」
をを
開開
催催
しし

たた
。。
３３
月月
末末
６６００
歳歳
役役
職職
定定
年年
をを
迎迎
ええ

るる
組組
合合
員員
にに
つつ
いい
てて
正正
会会
員員
とと
協協
力力

会会
員員
のの
対対
象象
者者
にに
分分
けけ
、、
具具
体体
的的
なな
行行

動動
をを
確確
認認
しし
たた
後後
、、
そそ
れれ
ぞぞ
れれ
解解
散散
とと

なな
っっ
たた
。。 

        

<集中した作戦会議！>
意
思
疎
通
を
は
か
っ
て
い
た
だ
き

け
た
。
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優優 勝勝  西西 蒲蒲 原原 支支 部部 樋樋口口 俊俊博博（（中中）） 

準準優優勝勝  中中 越越 支支 部部  稲稲庭庭 伸伸治治（（左左）） 

第第三三位位  中中 越越 支支 部部 古古川川原原信信孝孝（（右右）） 

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
はは
２２
月月
７７
日日
、、
東東
京京

都都
にに
おお
いい
てて
第第
２２５５
回回
中中
央央
委委
員員
会会

をを
開開
催催
しし
たた
。。
本本
委委
員員
会会
はは
「「
将将

来来
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
（（
※※
））」」
のの
実実
現現
にに
向向

けけ
たた
議議
論論
とと
２２５５
春春
闘闘
方方
針針
のの
確確
立立

をを
主主
たた
るる
任任
務務
とと
しし
てて
いい
るる
。。 

議議
事事
でで
はは
石石
川川
執執
行行
委委
員員
長長
ああ

いい
ささ
つつ
、、
一一
般般
経経
過過
報報
告告
、、
会会
計計

報報
告告
、、
会会
計計
監監
査査
報報
告告
にに
続続
きき
議議

案案
提提
案案
のの
後後
、、
１１３３
地地
方方
本本
部部
にに
よよ

るる
質質
疑疑
がが
行行
わわ
れれ
たた
。。 

 

各各
地地
方方
本本
部部
のの
意意
見見
をを
受受
けけ
中中

央央
本本
部部
かか
らら
平平
和和
問問
題題
、、
春春
闘闘
やや

政政
治治
課課
題題
なな
どど
９９
点点
にに
わわ
たた
りり
見見

解解
がが
示示
ささ
れれ
、、
議議
案案
はは
全全
体体
のの
拍拍

手手
にに
よよ
りり
承承
認認
ささ
れれ
たた
。。 

（（
※※
）） 

将将
来来
ビビ
ジジ
ョョ
ンン
とと
はは
賃賃

金金
・・
処処
遇遇
のの
維維
持持
・・
向向
上上
とと
、、
格格

差差
をを
是是
正正
すす
るる
たた
めめ
のの
「「
同同
一一
労労

働働
同同
一一
賃賃
金金
」」
をを
めめ
ざざ
しし
、、
組組
合合

員員
一一
人人
ひひ
とと
りり
がが
日日
本本
郵郵
政政
ググ
ルル

ーー
ププ
でで
働働
くく
ここ
とと
にに
よよ
っっ
てて
思思
いい

描描
くく
人人
生生
設設
計計
がが
実実
現現
でで
きき
るる
よよ

うう
なな
「「
働働
きき
方方
」」「「
事事
業業
のの
ああ
りり

方方
」」「「
そそ
れれ
らら
とと
整整
合合
的的
かか
つつ
補補
完完

的的
なな
人人
事事
諸諸
制制
度度
」」
をを
トト
ーー
タタ
ルル

的的
にに
検検
討討
・・
議議
論論
しし
、、
そそ
のの
実実
現現

をを
めめ
ざざ
しし
てて
いい
くく
、、
将将
来来
にに
向向
けけ

てて
安安
心心
しし
てて
働働
きき
続続
けけ
るる
ここ
とと
のの

でで
きき
るる
「「
めめ
ざざ
すす
べべ
きき
姿姿
」」
をを
描描

きき
、、
一一
かか
らら
作作
りり
直直
そそ
うう
とと
いい
うう

取取
りり
組組
みみ
。。 

「
悠
友
会
」
の
第
９
回
ゴ
ル
フ
大
会

が
２
０
２
４
年
10
月
４
日
、
「
大
新
潟
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
出
雲
崎
コ
ー
ス
」
に
て

開
催
さ
れ
、
現
役
組
合
員
11
名
を
含
め

県
内
各
地
よ
り
41
名
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。

と
き
お
り
霧
雨
が
降
る
程
度
の
天
候
の

中
、
熱
中
症
の
心
配
も
な
く
快
適
に
プ
レ

ー
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
午
後
か
ら
天

気
は
急
転
し
横
殴
り
の
雨
風
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
以
降
の
プ
レ
ー
続
行
は
困
難
と

判
断
し
や
む
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｐ
労
組
新
潟
連
協
は
年
に
２
回
の
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
お
り
、
春
は
現
役

の
主
催
、
秋
は

退
職
者
の
会
の

当
番
で
も
あ
り
、
早
く
か

ら
大
会
の
準
備

を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

【【表表彰彰式式：：満満足足感感とと充充実実感感】】 

会
を
重
ね
る
ご
と
に
高
齢
や
体
調
不
良

等
に
よ
り
参
加
を
見
送
る
常
連
客
も
増

え
て
い
ま
す
。 

一
方
、
定
年
を
迎
え
退
職
者
の
会
会
員

と
な
っ
て
参
加
す
る
新
た
な
顔
ぶ
れ
も

増
え
て
い
ま
す
。
今
回
も
現
役
組
合
員
か

ら
の
参
加
が
多
く
あ
り
、
現
退
一
体
の
交

流
が
は
か
ら
れ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
は
記
念
す
べ
き
第
10
回
大
会

と
な
り
ま
す
。
悠
友
会
役
員
会
で
は
、

こ
の
メ
モ
リ
ア
ル
大
会
を
ど
こ
で
、
ど

の
よ
う
に
趣
向
を
凝
ら
し
て
開
催
す
る

か
、
今
か
ら
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
今
号
で
の
掲
載

と
な
り
ま
し
た
。）

今、第４３号から「ＪＰ労組」や「日本郵政グループ」の特徴的

なニュースを掲載します。なお、紙面の都合上、不定期な掲載と

ならざるを得ないことをご了承ください。

ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
はは
２２
月月
１１７７
日日
、、
日日
本本

郵郵
政政
ググ
ルル
ーー
ププ
主主
要要
４４
社社
にに
対対
しし

てて
「「
２２
００
２２
５５
春春
季季
生生
活活
闘闘
争争
要要

求求
書書
」」
をを
提提
出出
しし
、、
３３
月月
１１３３
日日
のの

回回
答答
指指
定定
日日
にに
向向
けけ
てて
全全
力力
でで
交交

渉渉
をを
展展
開開
すす
るる
とと
しし
てて
いい
るる
。。 

 
 

 

≪≪ 要要 求求 項項 目目 ≫≫ 

ⅠⅠ．．格格差差是是正正とと人人財財確確保保にに向向けけたた賃賃金金改改善善 

 １１．．正正社社員員のの定定期期昇昇給給をを完完全全実実施施すするるこことと 

 ２２．．正正社社員員のの基基準準内内賃賃金金をを１１５５，，００００００円円引引きき上上げげるるこことと 

３３．．正正社社員員のの一一時時金金をを年年間間４４．．６６月月支支給給すするるこことと 

４４．．月月給給制制契契約約社社員員のの基基本本月月額額をを１１５５，，００００００円円引引きき上上げげるるこことと 

５５．．時時給給制制契契約約社社員員のの時時間間給給をを７７００円円引引きき上上げげるるこことと 

６６．．月月給給制制契契約約社社員員おおよよびび時時給給制制契契約約社社員員のの一一時時金金係係数数をを引引きき上上げげるるこことと 

ⅡⅡ．．事事業業をを持持続続ささせせてていいくくたためめのの労労働働力力確確保保等等  （（略略）） 

ⅢⅢ．．安安心心ししてて働働きき続続けけるるここととががででききるる環環境境整整備備等等 （（略略）） 
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ここ
れれ
らら
をを
考考
ええ
るる
とと
書書
をを
やや
るる
人人
がが
いい

なな
くく
なな
りり
そそ
うう
でで
すす
がが
、、
逆逆
にに
美美
味味
くく
いい
かか

なな
いい
かか
らら
楽楽
しし
いい
とと
考考
ええ
るる
とと
気気
がが
楽楽
にに

なな
りり
色色
々々
書書
いい
てて
みみ
るる
とと
面面
白白
いい
もも
のの
でで

すす
。。 

 

ここ
んん
なな
書書
道道
人人
生生
でで
すす
がが
、、
県県
展展
、、
芸芸
展展

にに
数数
十十
回回
のの
入入
選選
をを
はは
じじ
めめ
、、
産産
経経
国国
際際
書書

展展
でで
はは
特特
選選
やや
産産
経経
準準
大大
賞賞
、、
官官
公公
書書
道道
展展

にに
おお
いい
てて
はは
特特
選選
、、
東東
京京
都都
知知
事事
賞賞
（（
石石
原原

慎慎
太太
郎郎
））
、、
令令
和和
五五
年年
にに
はは
文文
部部
科科
学学
大大
臣臣

賞賞
をを
いい
たた
だだ
きき
まま
しし
たた
。。 

今今
後後
もも
自自
分分
のの
好好
きき
なな
字字
をを
書書
いい
てて
いい

きき
たた
いい
とと
同同
時時
にに
ああ
まま
りり
肩肩
のの
ここ
らら
なな
いい

作作
品品
にに
しし
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
おお
りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
かか
らら
もも
長長
くく
書書
をを
楽楽
しし
んん
でで
いい
きき

たた
いい
とと
考考
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

今今
年年
度度
のの
「「
長長
寿寿
のの
おお
祝祝
いい
」」
はは
、、
２２
００
２２
５５
年年
４４
月月
１１
日日
かか
らら

２２
００
２２
６６
年年
３３
月月
3311
日日
まま
でで
のの
間間
にに
8888
歳歳
をを
迎迎
ええ
らら
れれ
るる
会会
員員
がが

対対
象象
とと
なな
りり
まま
すす
。。
ここ
のの
間間
のの
ごご
労労
苦苦
にに
対対
しし
４４
月月
2200
日日
のの
郵郵
政政
記記

念念
日日
にに
合合
わわ
せせ
、、
ＪＪ
ＰＰ
労労
組組
中中
央央
本本
部部
かか
らら
記記
念念
品品
がが
右右
記記
のの
会会
員員

にに
届届
けけ
らら
れれ
まま
すす
。。 

88
歳
「
長
寿
の
お
祝
い
」

 

私私
はは
書書
道道
をを
始始
めめ
てて
かか
らら
五五
十十
年年
ほほ
どど

にに
なな
りり
まま
すす
がが
、、
まま
だだ
まま
だだ
ここ
れれ
とと
いい
っっ
たた

作作
品品
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
書書
道道
とと
言言
っっ
てて
もも
、、

漢漢
字字
、、
かか
なな
、、
漢漢
字字
かか
なな
交交
じじ
りり
、、
篆篆
刻刻
（（
てて

んん
ここ
くく
））、、
刻刻
字字
なな
どど
多多
彩彩
でで
ああ
りり
まま
すす
。。

ここ
れれ
らら
をを
みみ
んん
なな
ここ
なな
しし
てて
行行
くく
にに
はは
簡簡

単単
でで
はは
なな
いい
のの
でで
すす
。。 

 

漢漢
字字
もも
楷楷
書書
、、
行行
書書
、、
草草
書書
、、
隷隷
書書
、、
篆篆

書書
なな
どど
様様
々々
ああ
りり
、、
ここ
のの
五五
種種
類類
のの
中中
にに
、、

まま
たた
色色
々々
なな
書書
きき
方方
がが
ああ
っっ
てて
筆筆
のの
使使
いい

方方
がが
違違
うう
もも
のの
でで
すす
。。
そそ
のの
線線
、、
一一
本本
一一 

 
 
 
 
 
 
 
 

本本
一一
本本
をを
習習
得得
すす
るる 

 
 
 
 
 
 
 
 

にに
もも
何何
十十
年年
もも
かか
かか 

 
 
 
 
 
 
 

るる
もも
のの
でで
すす
。。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

～～ 

書書
のの
道道
をを
楽楽
しし
むむ 

～～ 
 

西西
蒲蒲
原原
支支
部部
・・
玉玉
木木 

俊俊
春春 

ささ
んん
（（
六六
七七
歳歳
）） 

長寿で健康
生き生きコーナー

【
文
部
科
学
大
臣
賞
】
受
賞
作
品

俳
句
・
絵
画
・
書
な
ど
の
文
芸
作
品
や
支
部
イ
ベ
ン
ト
模
様
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
は
、
葉
書
か
適
宜
用
紙
に
「
作
品
・
支
部
・
氏
名
」
を
記
入
し
、
絵
画
・
書
・
手
作

り
作
品
は
、
写
真
に
撮
っ
て
封
書
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
部
イ
ベ
ン
ト
等
は

説
明
文
４
０
０
字
程
度
、
写
真
２
・
３
枚
を
つ
け
報
告
者
氏
名
を
記
し
て
く
だ
さ
い
。

メ
ー
ル
で
デ
ー
タ
送
信
可
能
な
支
部
（
人
）
は
、
裏
面
の
ア
ド
レ
ス
に
お
願
い
し
ま
す
。

支部名 氏　　名 支部名 氏　　名 支部名 氏　　名

青 木 珠 松 村 ヨ シ 星 二 三 子

本 間 謙 三 郎 吉 田 光 子 本 間 宏

丸 山 勲 渡 辺 五 月 諸 橋 清 一

宮 川 寿 子 長 谷 川 一 郎 吉 川 実

村 田 博 隆 波 田 野 三 男 鷲 尾 行 雄

高 田 キ ク ヱ 本 望 キ ヨ 大 島 セ ツ

西 川 朝 子 渡 辺 兵 一 大 月 一 義

山 下 敬 爾 大 島 正 人 狩 野 敏 行

石 川 政 男 金 子 良 子 金 平 之 宏

稲 葉 れ い 久 須 美 浩 斉 藤 千 恵 子

大 久 保 久 枝 森 口 静 枝 佐 藤 ト ミ 子

佐 藤 雅 道 青 柳 光 政 藤 縄 和 惠

鈴 木 俊 二 小 林 誠 治 宮 崎 圭 太

本 田 耕 平 小 林 広 太 郎 森 正 夫

本 間 彰 新 保 順 之 山 田 喜 弘

本 間 忠 哉 野 口 勇 計  ４７名

≪敬称略≫

魚沼

上越

新潟

下越

下越

中越

中越

佐渡

新津

三条
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慶事 月 お名前 支部 月 お名前 支部 ご逝去日

竹中　秀夫 新潟 １１月 阿部　　明 中越 １８日

滝澤　明彦 中越 吉田　　寔 西蒲原 ７日

青柳　文子 中越 大滝　留六 上越 １５日

小林　照男 中越 島倉　常榮 中越 １９日

渡辺　幹雄 下越 中山　東一 中越 ２１日

佐野　賢二 西蒲原 庄司　イツ 新潟 ２２日

本間　賢一 西蒲原 神林　松平 中越 ２８日

渡辺　一郎 中越 岡村　正利 魚沼 ３０日

山崎　洋子 中越 下村　一夫 下越 ３１日

宮下　  彰 上越 織田　捷一 上越 １日

中村  　正 上越 中川　　行 新津 ６日

池上　一義 上越 佐藤 喜美子 新潟 ８日

藤田　  隆 新潟 柳　　三郎 新潟 １０日

鈴木　昭次 新潟 中村　春美 下越 ２１日

石原　孝一 佐渡 清水 二美夫 上越 ２４日

太田　正人 下越 佐藤　賢一 新津 １７日

石黒　正晴 三条 久我　  弘 中越 １９日

小林　誠一 中越 池田　長一 上越 2 0日

丸山　文雄 中越 西牧   直治 佐渡 ２３日

桑原　武司 中越

桑野　志郎 中越

小島　民雄 魚沼

関谷　昭栄 上越

≪敬称略≫

１２

月

１

月

喜喜
　
　
　
寿寿

≪敬称略≫

２

月

１２

月

１

月

２

月

おお悔悔ややみみ申申しし上上げげまますす

おおお 知知知知 ららら せせせ コココ ーー ナナナ ーー

雑雑

感感

◆
こ
の
冬
は
特
に
２
月
、
立
春

と
な
っ
て
か
ら
厳
寒
と
な
り
、

数
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
大
豪

雪
と
な
っ
た
。
一
方
、
夏
期
は

温
暖
化
に
よ
り
地
球
の
北
半
球

が
焼
け
て
、
猛
暑
日
の
頻
発
と

天
候
不
順
に
よ
る
豪
雨
が
至
る

所
で
発
生
す
る
。

◆
温
暖
で
あ
る
が
故
に
海
面
水

温
が
上
昇
し
水
蒸
気
が
大
量
に

発
生
す
る
。
そ
こ
に
北
か
ら
の

強
い
寒
気
が
流
れ
込
み
日
本
海

側
が
猛
吹
雪
・
ド
カ
雪
と
な
る

そ
う
な
。
そ
の
後
、
雪
を
落
と

し
た
乾
い
た
空
気
が
太
平
洋
側

に
到
達
し
、
乾
燥
し
切
っ
た
日

が
続
く
と
い
う
仕
組
み
。
正
に

「
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
ら
そ
こ

は
同
じ
日
本
か
別
世
界
」

◆
さ
て
、
春
と
い
え
ば
現
在
佳

境
の
「
２
５
春
闘
」
。
Ｊ
Ｐ
労

組
は
賃
金
改
善
、
労
働
力
確
保
、

環
境
整
備
等
を
求
め
て
い
る

（
４
頁
参
照
）
。
次
号
で
は
妥

結
結
果
を
掲
載
す
る
が
、
２
２

万
余
組
合
員
の
切
実
な
要
求
が

結
実
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
３
月
に
産
別
・
大
手
企
業

の
春
闘
が
終
了
す
る
と
、
日
本

経
済
を
支
え
る
中
小
・
小
規
模

企
業
の
春
闘
交
渉
が
始
ま
る
。

こ
ち
ら
の
経
緯
や
結
果
も
注
目

し
た
い
。

◆
３
月
中
旬
に
は
選
抜
高
校
野

球
大
会
が
始
ま
り
、
大
リ
ー
グ

や
日
本
プ
ロ
野
球
も
球
春
を
迎

え
る
。
重
い
コ
ー
ト
脱
い
で
出

か
け
ま
せ
ん
か
♪
の
季
節
。
雪

国
の
住
人
だ
か
ら
こ
そ
、
本
格

的
な
春
の
気
配
や
香
り
が
待
ち

遠
し
い
。
（
３
月
８
日

記
）

【年会費・連協連絡先】
4月15日は連協退職者の会年会費（2,500円）の自払い
引落日です。引落し口座のご確認をお願いします。
連協退職者の会 Fax：025-227-1125
メールアドレス：niigatarenkyo＠jprouso.or.jp


